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　５月 25 日㈰、荒川支所３階旧議場において、あらかわみらいファンド
助成事業の公開審査会（プレゼンテーション）を開催しました。
　あらかわみらいファンドは、自主的にまちづくり活動に取り組む団体
や個人を支援するために設立された制度で、今年は「荒川商工会青年部」
と「カーリンコンあらかわ」の２団体からの応募がありました。

あらかわ地区まちづくり協議会

育成部会 あらかわ みらいファンド 助成事業

みらいファンド　公開審査会

５月25日㈰ 荒島わらび山開発クラブがわらび園をテスト開放

　数組のカップルを見事に結納まで結びつけるという輝かしい実績を
引っさげ、２度目の審査会に臨んだ荒川商工会青年部。
　今回はさらに内容を充実させ、まちづくり協議会と菓子店のコラボ
企画「あらかわスイーツ」の提供や飲食店等と連携しあらかわ地区の
特産品開発に取り組むなど、単なる婚活事業で終わらせず、地域経済
の活性化にも積極的に取り組んでいきたいと訴えました。

荒川商工会青年部
〜あらかわ出会いサポート事業「あらかわごちそうさん」〜

みらいファンド　チャレンジ部門

　あらかわみらいファンド助成事業の裾野を広げるために今年度より新設された制度で、10
万円を上限に活動費を助成するもの。今回は「伝統的な麻を使った様々な取り組みの可能性
を探り、地域活性化に結びつけたい」という取り組みの応募があり、採択されました。

　昨年、３ヵ年計画として採択された同
事業。２年目となる今年は、これまで
整備を進めてきた「わらび園」をテスト
開放しました。
　当日は約 30 名が参加し、手にしたスー
パーの袋いっぱいのわらびを収穫しました。
　今後は本格開業に向け、わらび園や周
辺環境のさらなる整備に取り組みます。

助成事業活動報告 荒島養蚕山わらび園及び周辺整備事業

▲約４haの畑には、一面わらびが覆い茂る。

　こちらの団体は、カーリンコン（カーリングの舞台を氷上から床に、
ストーンをディスクと呼ばれるものに置き換えて行われる軽スポーツ）
を普及させ、世代を超えた交流の場を創出すると共に、特に高齢者の
健康づくりを進めることで、誰もが健康で安心して暮らし続けられる
地域となることを目指したいと訴えました。

カーリンコンあらかわ
〜カーリンコン（軽スポーツ）普及による世代を超えた仲間づくり事業〜
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今年もやります（‾▽‾）＋

あらかわスイーツコンテスト！

さらに今
年は・・・

あらかわスイー
ツコンテスト

プロジェクトチ
ームが贈る！

「夢のあらかわ氷
」

あらかわ大祭で

一夜限りの限定
販売!!

お菓子屋
さん

が作る

あらかわ地区まちづくり協議会

事業部会

あらかわ地区まちづくり協議会

支援・情報部会

運動公園にハーブ植栽！ ラベンダーが咲きました！

４月 29 日㈷
「花いっぱい作戦」
の取り組みの一環と
して、今年度は運動
公園にローズマリー
やカモミールといっ
たハーブ５品目９種
類、約 500 本の苗
木を新たに植栽しま
した。

　６月８日㈰、「あらかわ冒険遊び場」を開催しました。
子どもたちはダンボールや竹を使った遊びやパン作り
などにも挑戦！
　おもいっきり外での遊びを満喫しました♪

　昨年に植栽し、手入れしてきたラベンダーたちもすっ
かり大きくなり、今年は花も色づくなど生育は順調。
　ラベンダー畑
は 運 動 公 園 野
球場上のアスレ
チック広場付近
にありますので、
この機にぜひ足
を運んでみて下
さい。

　今後は、昨年植栽したラベンダーと共に、収穫した
花や枝からオイルを抽出するなどした活用を図る予定
です。

〜みんなで力をあわせ運動公園を花でいっぱいにしよう！〜
花いっぱい作戦

▲当日は、大勢の地域サポーターさん
　も駆けつけてくれました。

▲６月23日に撮影した様子。

子どもは風の子元気な子作戦

〜 あらかわ冒険遊び場づくり 〜

▲ダンボールで坂滑り！

▼ 熱々の巻き巻きパン！

▲びしょ濡れでも元気一杯！

　あらかわ冒険遊び場は、多く
の人で賑わう公園づくりを目指
そうと始めた取り組みの一つ。
　子どもたち自身が遊びを感
じ・考えることのできる場の創
出を図るものです。

〈今後の予定〉
７月27日㈰、８月10日㈰

「カナール de 水遊び」開催!!

※詳しくは裏表紙をご覧ください。



①卵かけご飯の醤油　200ml　￥320
スッキリとした味わいで、卵かけご飯と
相性がいい。

②ひとり娘みそ　１kg　￥1340
粟島産の枝豆「ひとり娘」を原料に使用
した希少な味噌。

小林醤油店	 ○所　大津 543 −１

○営　９:00 − 18:00	 ○休　年中無休

①
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⑨
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③平飼い鶏の産みたて卵　１個　￥30
岩船産米や自家野菜などを与えて育てた健康鶏の
産みたて卵。

④手作りこんにゃく　１枚　￥100
自家製こんにゃく芋を使った手作りこんにゃく。
弾力があり、刺身はもちろん、炒め物にもオススメ。

あらかわ直売所　○所　藤沢 155 −１
○営　８:00 − 13:00（木・日のみ営業）

⑤みながわのホルモン
380g　￥600

国産の白モツ、レバー、タン、ハツを秘伝
のタレで味付けした、みながわ定番の一品。

⑥サラダ　100g　￥143
ポテト、人参、玉ねぎ、ハム、きゅうり、ス
パゲティ入り。

肉のみながわ	 ○所　藤沢 18 −乙

○営　９:30 − 19:00	 ○休　火曜日

⑨激うまいキムチ　500g　￥500
昆布、ニラ、玉ねぎ等を加え、コクを極め
た深みのある味わい。酒の肴にも◎

金キムチ店	 ○所　藤沢 332 −１

○営　８:00 − 17:00	 ○休　不定休

⑦鮭の焼づけ
１袋（６切）　￥1620

脂の乗ったキングサーモンを特製ダレ
で漬け込んだ鮭の焼づけ。

⑧棒だら煮
１パック　￥345

大鍋で一度に大量に仕込み、タラの旨
味を凝縮させた逸品。

かねま鮮魚	 ○所　藤沢 308 −１

○営　９:00 − 18:00	 ○休　日曜日

⑩あじフライ　１枚　￥134
大ぶりのアジをラード入りの油でカラ
リと揚げた、食べごたえのある一品。

ストアーいちのせ	 ○所　山口331−13
○営　７:00 − 21:00	 ○休　第２日曜日

⑪とりのから揚げ
６・７個入　￥380

むね肉を使用し、あっさりとした味わ
いが特徴。何個でも食べられちゃう美
味しさです。

ユーアイ坂町店	 ○所　下鍛冶屋550−１
○営　８:00 − 19:00	 ○休　元日のみ

②
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〜 上・下鍜冶屋、春木山、梨木 篇 〜

　下鍜冶屋村には、古くから庵寺がありました。今の庵寺は昭和四十五年頃建て替えられたものですが、それまでのものは、
広間や庵主の居間もあり、一段高い所には多くの仏像も祀られ、公会堂ができるまでは村の集会場でもありました。
　大矢元作さん（※故人）は、子どもの頃、よくお婆さん（安政二年生）から、この庵寺についてのお話を聞いた記憶が
あるそうです。それによりますと、大正の末頃までは、村のお婆さん達が、ご馳走持参で集まったものだそうですし、二月
二十日には念仏百万遍が、三月十四日にはお釈迦様があって、夜には子ども達に団子をまいてくれたものだそうです。
　また庵寺には、あんじょう様（庵主）がいて、このような集まりには村の人 に々、有難いお話を聞かせてくれたそうです。
また獅子踊りも、庵主様が教えてくれたもので、近郷の獅子踊りの元祖は、下鍜冶屋村だそうです。でも大矢さんが子ども
心に不思議に思ったのは、あんじょう様は「尼」でなく、お坊さんだったということでした。おそらく下鍜冶屋村には、当時「行
人」がいたのでしょう。
　下鍜冶屋村文書によりますと、庵寺が今の場所に建てられたのは明和三年（一七六六）とありますが、これは念仏小屋
として建てられたものと思われます。
　ところで宝永三年（一七〇六）の藤沢村組内、村々寺社山伏御改め帳控には、次のような記録があるのです。

　下鍜冶屋村　行屋　住僧御座無く候
　先　住　　　出羽国田川郡庄内　注連寺　七五三下

　下鍜冶屋村には、念仏小屋が建てられる六十年も前に「行屋」があったのです。その場所については絵図面も、言い伝
えもないので詳しくはわかりませんが、当時「行人」はいませんでしたが、宗派は真言宗、先住は注連寺行人であったこと
がわかります。

────『あらかわ歴史散歩』荒川町教育委員会　編（1991 年）より引用

　下鍜冶屋村の万治二年（1659 年）における検地帳によると、下鍜冶屋村には参畝五歩（約 300㎡）の田地をもった、
「永海行人」という「海」号のある「行人」が住んでいたようである※。下鍜冶屋村に行屋のあったことは、当時この地の
人 の々湯殿山信仰を裏づけるもので、下鍜冶屋村の庵主も明治以前までは行屋、行人寺の役割を果たしてきた事を伺わせ
るものである。下鍜冶屋村から行人の姿が消え、今の庵寺の姿に変わっていった背景には、明治になってからの神仏分離令、
修験宗廃止などによる注連寺の衰微も大いに関係したと推察される。

※注連寺と行人に関して
　注連寺（山形県鶴岡市）は湯殿山表口最古の古刹（寺）で、天長 13 年（833 年）に弘法大師（空海）により開創され
たと伝えられる。海号（例　鉄門海）を名乗る行人は、大日坊・注連寺・本道寺・大日寺のいずれかの寺に入門し、得度
して法体となった者であり、その中には即身仏を志す者もいた。（古老の話では、保内小学校の東、一本榎という大木の下
に塚があり、即身仏を志して入定した者がいたという）。なお、日本最後の即身仏とされる仏海上人（村上市の観音寺）も
注連寺に入門、海号を授けられたようである。

────『あらかわ歴史散歩』に基づき、本誌編集部加筆・修正

 〜下鍜冶屋村の行屋（ぎょうや）〜 

下鍜冶屋の庵寺（あんでら）

▲現在の庵寺の姿

〈おおよその位置〉
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上・下鍜冶屋、春木山、梨木

歴史的なあれこれ見どころ

玉木稲荷大明神
　上の資料は、安政（1850年
代半ば）に玉木新右ェ門が京都
の愛染寺より賜ってきたという
分祀の証文で、これを受けて右
の堂を建立した。
　愛染寺は明治初年まで京都の
伏見稲荷大社の境内に設けられ
ていた本願所で、伏見稲荷大社
の分祀に関する業務を担ってい
たという。

八幡神社のケヤキ
　樹高 31.0 ｍ、周囲 5.2 ｍ、
推定樹齢 600年以上とされる
大木。その存在感は圧倒的で、
境内のシンボルとなっている。

村上市指定文化財
諏訪神社石仏
　旧米沢街道沿いにあった
ものを350年以上前に現
在の場所に合祀したとされ
る。
　南北朝時代の作とみら
れ、現在は山の神様として
地元民から信仰されている
という。

村上市指定文化財
木造阿弥陀如来座像
　鎌倉時代末期から室町時代中
期にかけての作とみられる。観音・
勢至菩薩立像と弥陀三尊を構成
する。

村上市指定文化財
春木山石仏Ａ
　荒川地区では数少ない南北朝
時代の出湯系石仏。花崗岩製で
風化が進んでいる。

村上市指定文化財
春木山石仏Ｂ（写真右）

　こちらも南北朝時代の出湯系
石仏。花崗岩製。
　偏担右肩（右肩のみ衣を脱い
だ状態）が確認できる。

春木山不動尊
　虚空蔵平の付近にある、春木
山の人々に大切にされてきたお
不動様である。毎年４月15日に
は「お不動様祭り」が行われるが、
その起源などについて知る者は
少ない。なお、現在の御堂は平
成６年に建替えられたものであ
る。

福満虚空蔵尊
　前社（虚空蔵様の御堂）の
本尊で、現在は金蔵寺に安置さ
れている。４月13日・10月13
日の祭礼の際には、信者が担い
で、金蔵寺から前社まで運んだ
という。
　前社は昭和の末頃、積雪に
よって倒壊した。

虚空蔵 奥の院（本社）

　梨ノ木元山に祀られた虚空蔵
様の奥の院である。
　長らく所在が不明であったが、
昭和の末頃、探し求めていた信
者により、高坪山の山中で発見
された。
　右の祠（ほこら）と鳥居は平
成元年に建てられたもので、中
には御神体が祀られている。

西法寺宝篋印塔
　嘉永四年（1851年）造立と
されるが、詳細は不明。全高は
3.5ｍと大きく、昭和35年（1960
年）に用水工事に伴って現在の
位置に移動した際、塔身の中に
お経を墨書した小石が多数確
認されたという。



まちづくり協議会では、
あらかわ地区のいろんな話題を募集しています！

お気軽に、TEL・FAX 0254-62-3181
Mail　love-arakawa@bz04.plala.or.jp

URL：http://www.love-arakawa.bz-service.net/

～地域の皆さんのアイディアをもとにお菓子屋さんが商品化する夢企画～

この夏、あらかわスイーツプロジェクトチームが贈る涼───。

いちご　キャラメル

マンゴー　抹茶

作品大募集中 !!

一夜だけの、ちょいと贅沢なあらかわ氷

あらかわ

限定販売

大
祭
に
て
、

８/１
17:00 頃～（予定）

お問い
合わせ先

２

 ■まちづくり協議会（支援・情報部会） ☎0254-62-3181
・御菓子の小島屋 ☎0254-62-2152
・お菓子屋さんnico ☎0254-62-7300
・松月堂 ☎0254-62-2025
・HAPPY　SUGAR ☎0254-62-1234
・パティスリーマルヤ ☎0254-62-2117

〜お詫びと訂正〜
前号に掲載した「あらかわ麺
コレクション」において、菜
（さい）さんの住所が間違っ
ておりました。
下記のとおり訂正し、お詫び
申し上げます。
住所　誤　金屋 2270-4
　　　正　坂町 623-15


